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あざみ野第二小と山内小の大規模化を解消するために、平成19年４月の開校予定で黒須田に小学校が
新設されることとなりました。これを契機として、周辺の小中学校の通学区域の課題箇所を是正するた
め、地域やＰＴＡの代表、学校長等から構成される （以下「青葉区黒須田地区等通学区域調整等委員会
「委員会 を設置し、平成16年10月５日に第１回委員会を開催しました。」）」
第１回委員会では、委員会における役員を選任するとともに、広域にわたる通学区域の課題を効率的
に検討するために、３つの部会 設置し、進めていくこととなりました。(※)を
※ 第一部会：黒須田地区小(仮称)関係、第二部会：あざみ野第二小関係、第三部会：山内小関係

あざみ野第二小学校と山内小学校の児童数及び学級数
平成16年５月１日現在あざみ野第二小学校 山内小学校

児 童 数 １０２２ 人 ８８０ 人
※個別支援学級を含む。学 級 数 ３０ 学級 ２７ 学級

黒須田地区小(仮称)、あざみ野第二小、山内小等の再編素案を提示

平成16年10月21日開催の部会において、事務局から黒須田地区小（仮称）の通学区域及び再編後の関
係小学校の通学区域を素案という形で提案しました （素案は裏面参照）。
通学区域の素案は、学校規模、通学距離、地域コミュニティ等を総合的に考慮して設定したものです
が、今後、この素案をもとに学校・ＰＴＡや地域の方々の御意見を伺いながら検討し、通学区域案を決
定していきます。
なお、再編により大きく変更される学校の通学区域素案は、次のとおりです。

・現行の特別調整通学区域（黒須田・大場町の一部）
黒須田地区小 ・大場町のうち、

現在あざみ野第二小、あざみ野第一小、荏子田小となっている区域
あざみ野第二小 ・あざみ野三丁目、みすずが丘、あざみ野南二丁目・三丁目・四丁目

・現行山内小区域から、次の（ ）を除いた区域
山内小 （あざみ野南二丁目・三丁目・四丁目、あざみ野二丁目38番地）

※ 併せて特別調整通学区域の設定も検討

新設校の校名案のアンケートを実施

黒須田地区小（仮称）について検討する第一部会においては、新設校の校名案を選定するため、アン
ケートを実施することになりました。
対象は、あざみ野第二小に通学する児童の保護者をはじめ、素案で新設校の通学区域内に居住する保
護者のほか、地元町内会にも回覧により案を募集することととしました。

～ 委員会・部会での主な質問・意見 ～

通学区域素案について
◇ 山内小は、再編素案で、あざみ野南二丁目～四丁目をあざみ野第二小に編入したにもかかわらず、
事務局の試算では、平成19年度には955人とかなり増えているが大丈夫か。
→ この問題については、第二・第三部会で検討しますが、山内小全体の通学区域を考慮し、北側や
東側の区域と調整したいと考えています。

、 、◇ 素案では あざみ野南二丁目～四丁目が山内小からあざみ野第二小へ移行することになっているが
学年途中でも強制的に移ることになるのか。または、段階的に移行していくのか。
→ 関係する方々の意見を尊重し、検討したいと考えています。

◇ やよいが丘自治会の大部分は、現在鉄小の通学区域となっているが、距離的に近い新設校ができる
と将来不満がでるかもしれない。

◇ あざみ野第一小は、平成22年に900人を超える見込みとのことだが、新設校の開校により、あざみ
野第二小は、試算では平成19年に604人となる。例えば、あざみ野二丁目をあざみ野第二小の通学区
域に入れることは不可能か。
→ 今回は検討項目に入れていませんが、住民の方々があざみ野第二小へ移動する意向があれば一つ
の案になると思います。



◇ あざみ野第一小も近い将来、900人を超える見込みということだが、今回の素案では、あざみ野第
一小の通学区域については、ほとんど変更がない。案が固まった後に山内小、あざみ野第一小とも児
童数が増えて900人を超える状況となった場合、また個々に見直すのか。
→ 今回は、あざみ野第二小と山内小の課題解消が主たる目的ですが、あざみ野第一小の課題につい
ても検討していきます。

学校の新設について
◇ あざみ野駅前（あざみ野一丁目15番地）の学校用地に学校を建設する予定はないのか。
→ 学校を新設は、該当する学校が31学級以上になった場合、検討します。今の周辺校の学級数から
その学校用地については見送りました。

◇ 山内小での運動会などを見ると狭くてかわいそうだと思う。新設校の建設は、単に学級数が一定の
基準を超えてからというのではなく、その他のことも考慮してほしい。

◇ 学校の新設については、大変ありがたく思う。青葉区には、ほかにも元石川や奈良、田奈等課題が
ある。また、このことに伴い、中学校の通学区域の問題についても考えてほしい。
→ 青葉区には、他にも課題箇所は多く存在するので引き続き検討していきます。中学校の問題につ
いても同様です。

校名案について
◇ 校名については、保護者に対するアンケートだけでなく、長い期間住んでいる地域の人からも意見
を聞くべきだと思う。
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